
飯豊町告示第４６号 

 

飯豊町建設工事等級格付審査基準を次のように定める。 

 

平成２８年５月２０日 

 

飯豊町長 後 藤 幸 平   

 

飯豊町建設工事等級格付審査基準 

 

 飯豊町建設工事等級格付審査基準（平成２４年告示第４２号）の全部を改正する。 

 

（目的） 

第１条 飯豊町が行う建設工事（建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２条第１項に規定す

る建設工事をいう。）の競争入札に参加することができる資格を有する者（飯豊町に本店を有

する建設業者に限る。）の等級の決定（以下「等級格付」という。）を定めることを目的とする。 

 

（等級格付する建設工事の種類） 

第２条 等級格付は次の建設工事の種類について実施するものとする。 

土木一式工事 

建築一式工事 

管工事 

ほ装工事 

水道施設工事 

 

（等級格付の方法） 

第３条 等級は総合点数、建設業法第２７条の２３に規定する経営事項審査結果通知書（直近の

もの。以下「経営事項審査」という）の技術職員数及び経営事項審査の許可区分により格付け

する。  

 

（総合点数） 

第４条 総合点数は、第５条に定める客観的事項審査で得た数値に、第６条に定める主観的事項

審査で得た数値を加えた点数とする。 

 

（客観的事項審査） 

第５条 客観的事項審査は、経営事項審査の総合評定値（Ｐ）により行うものとする。 

２ 経常建設共同企業体については、前項により算定した各構成員の合計数値を構成員数で除し

たものとする。 



 

（主観的事項審査） 

第６条 主観的事項審査は、次の各号に基づき算定された数値の合計数値により行うものとする。 

(1) 等級格付をしようとする年度の前年度に完成検査が終了した飯豊町発注工事の工事評点

の平均値（小数点以下四捨五入。以下同じ。）。ただし、前年度に完成検査が終了した飯豊

町発注工事が３件未満の場合は、前々年度に完成検査が終了した飯豊町発注工事の工事評

点を加えた平均値。（前年度及び前々年度を加えた実績が３件未満の場合は０点とする） 

（2） 等級格付をしようとする年度の前年度において建設業者として指名停止を受けた業者は、

別表第１に定めるとおり減点する。 

２ 経常建設共同企業体については、前項により算定した各構成員の合計数値を構成員数で除し

たものとする。 

 

（等級格付の区分） 

第７条 等級の区分は、別表第２に定めるとおりとする。 

 

（等級格付の有効期間） 

第８条 この基準によりおこなわれた等級格付は、次の等級格付が適用されるまでの間は、引き

続きその効力を有するものとする。 

 

（雑則） 

第９条 その他の工事の種類について等級格付を行う必要がある場合は、この基準を準用する。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

この基準は、平成２８年５月２０日から施行する。 



別表第１（第６条第２号関係） 

 
項目 数値（指名停止１回あたり） 

指名停止期間が３ヶ月以内    －２０点 
指名停止期間が６ヶ月以内    －４０点 
指名停止期間が１２ヶ月以内    －６０点 
それ以外    －８０点 

 
 
 
別表第２（第７条関係） 
   

土木一式工事等級 条件 

Ａ 
総合点数が８００点以上 
特定建設業許可 

１級技術者２名以上 

Ｂ 
総合点数７５０点以上 
一般建設業許可以上 
１級技術者２名以上 

Ｃ 
総合点数７５０点未満 
一般建設業許可以上 

１級又は２級技術者１名以上若しくは実務経験者１名以上 
Ｄ 土木一式工事等級条件に該当しないもの 

建築一式工事等級 条件 

Ａ 
総合点数８５０点以上 
特定建設業許可 

１級技術者１名以上 

Ｂ 
総合点数６５０点以上 
一般建設業許可以上 

１級又は２級技術者１名以上 

Ｃ 
総合点数６５０点未満 
一般建設業許可以上 

１級又は２級技術者若しくは実務経験者１名以上 
 
 
 

 



管工事等級 条件 

Ａ 
総合点数６５０点以上 
一般建設業許可以上 

１級又は２級技術者１名以上 

Ｂ 
総合点数６５０点未満 
一般建設業許可以上 

１級又は２級技術者若しくは実務経験者１名以上 
Ｃ 管工事等級条件に該当しないもの 

ほ装工事等級 条件 

Ａ 
総合点数７５０点以上 
特定建設業許可 

１級技術者２名以上 

Ｂ 
総合点数６５０点以上 
一般建設業許可以上 
１級技術者１名以上 

Ｃ 
総合点数６５０点未満 
一般建設業許可以上 

１級又は２級技術者若しくは実務経験者１名以上 
Ｄ ほ装工事等級条件に該当しないもの 

水道施設工事等級 条件 

Ａ 
総合点数６８０点以上 
一般建設業許可以上 
１級技術者１名以上 

Ｂ 
総合点数６８０点未満 
一般建設業許可以上 

１級又は２級技術者若しくは実務経験者１名以上 
Ｃ 水道施設工事等級条件に該当しないもの 

 
  ※上表の「実務経験者」とは、建設業法第７条第２号ロに準ずる「１０年以上の実務経験を

有するもの」をいう。 
 


